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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年4月22日(2021.4.22)

【公開番号】特開2021-36002(P2021-36002A)
【公開日】令和3年3月4日(2021.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2021-012
【出願番号】特願2020-201994(P2020-201994)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｈ   7/027    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｈ    7/027    ＣＳＰ　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月3日(2021.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メタノールに６’－シアリルラクトース（以下、６ＳＬという）ナトリウム塩のアモル
ファスを溶解させる工程、該溶液を静置または撹拌することにより、６ＳＬナトリウム塩
・ｎ水和物結晶（ただし、ｎは０～５の任意の数字を表し、ｎ＝０の場合は、６ＳＬナト
リウム塩・無水物という）または６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶媒和物結晶を析出さ
せる工程、および該溶液から該６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶または該６ＳＬナトリ
ウム塩・ｎ水和物の溶媒和物結晶を採取する工程、を含む６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物
結晶または６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶媒和物結晶の製造法。
【請求項２】
　ナトリウム含有化合物を含む６ＳＬの水溶液に、種晶として６ＳＬナトリウム塩・ｎ水
和物結晶または６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶媒和物結晶を添加する工程、該水溶液
中に６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶または６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶媒和物
結晶を析出させる工程、および該水溶液から該６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶または
該６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶媒和物結晶を採取する工程、を含む６ＳＬナトリウ
ム塩・ｎ水和物結晶または６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶媒和物結晶の製造法（ｎは
請求項１と同義）。
【請求項３】
　前記水溶液中に６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶または６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和
物の溶媒和物結晶を析出させる工程が、該水溶液にアルコール溶液を添加または滴下する
ことにより、該６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶または６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物
の溶媒和物結晶を析出させる工程である、請求項２に記載の製造法。
【請求項４】
　前記６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶または前記６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶
媒和物結晶を乾燥する工程、をさらに含む請求項１～３のいずれか１項に記載の製造法。
【請求項５】
　前記６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶が下記（i）～（iii）のいずれか１に記載の６
ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶である請求項１～４のいずれか１項に記載の製造法。
（i）粉末Ｘ線回折において、回折角（２θ）が６．７±０．２°、１３．３±０．２°
、１７．７±０．２°、１８．５±０．２°、および２０．０±０．２°にピークを有す
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る６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶
（ii）粉末Ｘ線回折において、前記（i）に記載の回折角（２θ）におけるピークに加え
て、回折角（２θ）が、さらに１６．５±０．２°、２１．３±０．２°、２１．８±０
．２°、２３．６±０．２°、および２８．８±０．２°にピークを有する６ＳＬナトリ
ウム塩・ｎ水和物結晶
（iii）粉末Ｘ線回折において、前記（i）および（ii）に記載の回折角（２θ）における
ピークに加えて、回折角（２θ）が、さらに１７．３±０．２°、２３．９±０．２°、
２４．０±０．２°、２５．７±０．２°、および２６．７±０．２°にピークを有する
６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物結晶
【請求項６】
　前記６ＳＬナトリウム塩・ｎ水和物の溶媒和物結晶が６ＳＬナトリウム塩・２．５水和
物・０．５メタノール和物結晶である請求項１に記載の製造法。
【請求項７】
　６ＳＬナトリウム塩・２．５水和物・０．５メタノール和物結晶。
【請求項８】
　単結晶Ｘ線構造解析において、－１７３℃にて測定した場合、次の概略的単位胞パラメ
 ーター：ａ＝９．０６９５Å；ｂ＝１２．４１４６Å；ｃ＝１４．６１７７Å；α＝７
１ ．３２６°；β＝７９．９７２°；γ＝１４．６１７７°；Ｖ＝１５３３．３Å３；
Ｚ＝ １；を有し、かつ空間群がＰ１；である、請求項７に記載の結晶。
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